（別紙）
事由別処分内容一覧表
１　不適正会計関係

（１）未返還（平成９年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※減給はすべて１０分の１
	
	被 処 分 者
	処分内容
	処　分　理　由

	１
	事務吏員、次長級、59歳
	減給1月
	返還指示があったにもかかわらず、不適正な会計処理による現金等を自己の判断で返還しなかった。

	２
	事務職員、課長級、59歳
	
	

	３
	事務職員、課長補佐級、52歳
	
	

	４
	事務吏員、課長級、58歳
	戒告
	返還指示があったにもかかわらず、不適正な会計処理による現金等を上司と相談の上、で返還しなかった。

	５
	事務吏員、課長補佐級、56歳
	
	

	６
	事務吏員、次長級、58歳
	
	未返還の監督責任

	７
	事務吏員、課長級、53歳
	
	

	８
	8名
	文書訓告
	不適正な会計処理による現金等を認識していた。


（２）保管（平成１０年度以降）
	
	被 処 分 者
	処分内容
	処　分　理　由

	１
	事務吏員、課長級、59歳
	減給1月
	不適正な会計処理による現金等の保管を認識していた。

今回の調査において、現金等の存在の報告を遅延した。（管理職）

	２
	事務吏員、部長級、57歳
	戒告
	不適正な会計処理による現金等の保管を認識していた。（管理職）

	３
	事務吏員、次長級、59歳
	
	

	４
	事務吏員、次長級、58歳
	
	

	５
	事務吏員、次長級、58歳
	
	

	６
	事務吏員、次長級、58歳
	
	

	７
	事務吏員、次長級、51歳
	
	

	８
	事務吏員、課長級、59歳
	
	

	９
	事務吏員、課長級、58歳
	
	

	10
	19名
	文書訓告
	不適正な会計処理による現金等の保管を認識していた。

	11
	21名
	
	保管の監督責任

	12
	１名
	
	現金等を不適正な会計処理によるものと認識せず保管していた。（H9年度）

	13
	2名
	部長注意
	不適正な会計処理による現金等の保管を認識していた。（上司に進言等で軽減）

	14
	10名
	
	金庫等の管理が不十分であったため、不適正な会計処理による現金等が存在していたにもかかわらず、発見できなかった。


（３）使用
	
	被 処 分 者
	処分内容
	処　分　理　由
	分類

	１
	事務職員、課長補佐級、54歳
	懲戒免職
	平成11年5月、不適正な会計処理による預金約606万円を引き継ぎ、同年12月に上司に無断で預金口座を解約し、現金約586万円を職場内の金庫内で保管。在任中、約604万円を費消するが、その大半の約567万円は上司に無断であり、しかもその使途を明らかにしていない。

（約567万円返還済み）
	個

人

費

消

	２
	事務吏員、課長補佐級、51歳
	
	平成９年度、返還指示があったにもかかわらず、不適正な会計処理による預金約634万円を上司に相談の上、返還しなかった。
また、平成10年3月から10月にかけて、上司に無断で上記預金から210万円を引き出し、同室幹部会の預金口座に入金した。
さらに、平成10年3月、上司に無断で上記預金から220万円を自己のために引き出し、そのうちの20万円を自己の住宅ローンの借り替え費用等の資金として費消した。

（全額返還済み）
	個

人

着

服

	３
	事務吏員、課長補佐級、56歳
	減給1月
	不適正な会計処理による現金等を自己の判断で職員同士の飲食費用に使用した。
	私

的

使

用

	４
	事務吏員、課長補佐級、59歳
	
	不適正な会計処理による現金等を上司の指示で職員同士の飲食費用に使用した。

新たに不適正な会計処理による現金等を上司の指示で捻出した。
	

	５
	事務吏員、課長級、60歳
	戒告
	不適正な会計処理による現金等を上司の指示で職員同士の飲食費用等に使用した。


	

	６
	事務吏員、課長補佐級、55歳
	
	
	

	７
	事務職員、課長補佐級、55歳
	
	
	

	８
	事務吏員、課長補佐級、53歳
	
	
	

	９
	事務職員、課長補佐級、53歳
	
	
	

	10
	事務職員、主査級、57歳
	
	
	

	11
	事務吏員、課長級、59歳
	減給1月
	不適正な会計処理による現金等を自己の判断で所属の幹部会口座に移した。
	親睦会へ入金


	
	被 処 分 者
	処分内容
	処　分　理　由
	分類

	12
	事務吏員、課長級、58歳
	減給２月
	不適正な会計処理による現金等を業務関連に使用することを承認した。

今回の調査において、現金等の存在の報告を遅延した。（管理職）
	業

務

関

連

に

使

用

	13
	事務吏員、課長級、57歳
	減給1月
	不適正な会計処理による現金等を業務関連に使用することを承認した。（管理職）
	

	14
	事務吏員、課長級、60歳
	戒告
	不適正な会計処理による現金等を自己の判断で業務関連に使用した。

	

	15
	事務吏員、課長補佐級、59歳
	
	
	

	16
	事務職員、課長補佐級、58歳
	
	
	

	17
	事務職員、課長補佐級、56歳
	
	
	

	18
	事務吏員、主査級、61歳
	
	
	

	19
	事務吏員、主査級、54歳
	
	
	

	20
	事務吏員、課長級、58歳
	
	不適正な会計処理による現金等を上司の指示で業務関連に使用した。

（管理職）
	

	21
	8名
	文書訓告
	不適正な会計処理による現金等を上司の指示で業務関連に使用した。
	

	22
	技術吏員、次長級、62歳
	戒告
	12の職員に対する監督責任
	監

督

責

任

	23
	事務吏員、次長級、59歳
	
	不適正な会計処理による現金等を個人着服した職員に対する監督責任
	

	24
	事務吏員、次長級、58歳
	
	
	

	25
	事務吏員、課長級、59歳
	
	
	

	26
	事務吏員、課長級、59歳
	
	
	

	27
	事務吏員、課長級、57歳
	
	
	

	28
	事務吏員、課長級、56歳
	
	
	

	29
	技術吏員、課長補佐級、60歳
	
	
	

	30
	事務職員、課長補佐級、54歳
	
	
	

	31
	事務吏員、主査級、53歳
	
	
	

	32
	14名
	文書訓告
	不適正な会計処理による現金等を使用した職員に対する監督責任
	


（４）新たな捻出
	
	被 処 分 者
	処分内容
	処　分　理　由

	１
	事務吏員、次長級、60歳
	停職1月
	所属で事務局を担当している任意団体の資金を所属の親睦会及び幹部会口座に移した。

	２
	事務吏員、課長級、51歳
	減給1月
	

	３
	事務職員、主査級、44歳
	
	

	４
	事務吏員、課長補佐級、59歳
	減給1月
	（再掲）

	５
	2名
	文書訓告
	１の職員に対する監督責任


（５）　報告遅延

	
	被 処 分 者
	処分内容
	処　分　理　由

	１
	事務吏員、課長級、58歳
	減給２月
	（再掲）

	２
	事務吏員、課長級、59歳
	減給1月
	（再掲）

	３
	1名
	文書訓告
	調査が不十分であったため報告が遅れた。


（６）　不適正が判明した部の部長
	
	被 処 分 者
	処分内容
	処　分　理　由

	１
	教育長
	減給1月
	教育委員会事務局のトップとしての責任

	２
	4名
	文書訓告
	不適正な会計処理による現金等の存在が判明した部のトップとしての責任


２　協議会関係

	
	被 処 分 者
	処分内容
	処　分　理　由

	１
	事務吏員、主事級、34歳
	懲戒免職
	平成10年8月から13年11月にかけて、関西国際空港全体構想促進協議会（近畿府県・政令市や経済団体からの会費等で運営）の運営資金を毎年度、約70～130万円を着服し、遊興費に費消した。　（全額返還済み）

	２
	事務吏員、次長級、52歳
	戒告
	１の職員に対する監督責任

	３
	事務吏員、課長級、47歳
	
	

	４
	事務吏員、課長補佐級、44歳
	
	

	５
	事務吏員、課長補佐級、42歳
	
	

	６
	事務吏員、部長級、58歳
	
	H19.1.11に懲戒免職にした流通対策室の職員に対する監督責任

	７
	事務吏員、次長級、57歳
	
	

	８
	事務吏員、課長級、56歳
	
	

	９
	事務吏員、課長補佐級、54歳
	
	

	10
	技術吏員、次長級、57歳
	
	H19.1.11に懲戒免職にした下水道課の職員に対する監督責任

	11
	技術吏員、課長級、51歳
	
	

	12
	事務吏員、課長級、48歳
	
	

	13
	事務吏員、課長補佐級、57歳
	
	

	14
	事務吏員、課長補佐級、51歳
	
	


３　親睦会関係

	
	被 処 分 者
	処分内容
	処　分　理　由

	１
	事務吏員、課長補佐級、50歳
	停職3月
	平成16年４月から平成18年２月にかけて、職場の親睦会の会費261万8千円を着服し、遊興費に費消した。（全額返還済み）　　　※同日付けで依願退職

	２
	事務吏員、主査級、52歳
	
	平成14年9月から11月にかけて、職場の幹部会の会費133万5千円を着服し、借金の返済等に費消した。　　　　　　　（全額返還済み）

	３
	事務職員、主事級、58歳
	
	平成10年１月から平成12年3月にかけて、職場の親睦会の会費、2,877,525円を着服し、借金の返済や遊興費に費消した。（全額返還済み）

	４
	事務吏員、主事級、51歳
	
	　平成16年11月から平成18年２月にかけて、職場の親睦会の会費97万円を着服し、借金の返済に費消した。（全額返還済み）　　　※同日付けで依願退職

	５
	1名
	文書訓告
	２の職員の非違行為を知りながら、上司等への報告を怠った。
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